褥瘡対策委員会　議事録
開催日　　平成　21年11月11日　（　水　）　　　　　　　　　　開催回数　第　7　回
時　間　　15：00～15：30
場　所　　病院2階　会議室
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＜褥瘡発生者の報告＞

・東病棟…１名　

今野容子様→トイレへ行く以外は殆どベッドで過ごしており、食事摂取不良、腎臓病や

糖尿病の既往もあり、悪化傾向にある。

今後は体位変換をまめに行っていく。

＊現在褥瘡発生してはいないが、身体拘束の方はリスクが高いため、引き続き栄養状態・清潔の保持に努め発生に注意が必要。

・西病棟…なし

・南病棟…なし

・北病棟…なし

・南寿　…なし

・南山苑…　4名→5名

・依田　キワ様～現在治癒の方向へ向かっている。

・長根　タキ様～現在治癒の方向へ向かっている。

この2名は、2週間ぐらい経過観察し治癒と評価できる。

・吉田　ルエ様～経口摂取であり以前よりは食事量増えてきている。肉眼で表面的には改善傾向見られてきている。

· 河村　ハツ様～DESAIN　12→15点へ悪化。現在、経管栄養にて栄養管理は出来ているが、以前の発熱等身体状況の悪化時より創部の悪化継続して見られる。アズノール軟膏からゲーベン軟膏塗布へ変更、処置継続とエアマット使用し対応していくこととしている。→ここ2ヶ月毎月悪化している。要注意としての対応が必要。

・金田　みつ様～左大腿部骨折にて他病院にて手術施行、10月24日再入所となっている。入所した際、左踵部に褥瘡あり。DESAIN　15点。アズノール軟膏・ラップ保護の処置を１日１回行っている。糖尿病でもあり治りがたいと思われるが、離床時間を多くし、臥床時は体位の取り方に気をつけ、悪化しないように注意していく。

＜褥瘡についての勉強会＞

・引き続き各部署で褥瘡勉強会を実施していきましょう。

南山苑では12月苑内研修で実施します。（経管栄養を行っている方の体交・クッション使用方法、除圧の仕方など）

・南山苑では危険因子書類（リスクの高い利用者様を対象に）作成していって下さい。　

次回委員会は12/9（水）の予定です。







